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軽度外傷性脳損傷に関わる労災障害等級認定基準の改正と教育機関への

啓発 ･周知を求める意見書

｢軽度外傷性脳損傷｣ (M T B I )は、 交通事故や転落 ･転倒事故、 スポーツ外傷、 暴力、
乳幼児のゆさぶりなどにより、頭部に衝撃を受け、脳内の情報伝達を担う ｢軸索｣ と呼ばれ

･

る神経線維が断製するなどして発症する病気である。
症状は、高次脳機能障害として記憶力 ･理解力 ･注意力の低下をはじめ、突然の意識障害

等多岐にわたる。
2007 年の世界保健機構(W H O )の報告から、年間約 900 万人のM T B I患者が発生して

いると推測されている。 このことから、日本の累計患者数は過去 20年間だけでも数十万人

に上ると考えられるが、 日本では M T B Iの認知度が低く、診断基準もないため、本人、家

族はもとより職場や学校などの周囲において病気を理解されずに、誤解を生じ、悩み苦しむ

ケースも多い。また、 M R Iなど画像検査では異常が見つかりにくいため、労災や自賠責の

補償対象にならず、働けない場合には経済的に窮状に陥ってしまう。
しかし、包括的な神経学的検査や神経各科の裏付け検査をすれば、時間が経過していても

外傷性脳損傷と診断することができる。また、通学路での事故やスポーツ外傷等が多発して

いる昨今、子どもたちが M T B I を発症する可能性は高いと考える。 よって、杉並区議会は

国及び政府に対し、 下記の事項を強く要望するものである。

′記

1 W H O の M T B Iに関する定義 ･勧告の反映を図り、また厚生労働省の研究結果を踏ま

え診断基準を早急に策定すること。
2 M T B Iのため働けない場合、労災の障害(補償)年金が支給できるよう、労災認定基準

を改正すること。
3 労災障害等級認定基準の改正にあたっては不正を防止するため、画像に代わるM T B I

の判定方法として、他覚的 ･体系的な神経学的検査方法を導入すること。
4 文部科学省を通じ、 M T B 軸こついて教育機関への啓発 ･周知を図ること。

以上、地方自治法第 99 条の規定に基づき、意見書を提出する。
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